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地上デジタル放送
　テレビの地上デジタル放送は、経済産業省の「e-
Japan戦略」の一環として、平成15年12月より東京周辺
で開始され、平成17年12月１日からは、一部地域を除
き、群馬県内でも受信できるようになった。
　地上デジタル放送は、従来のアナログ放送に比べ、
画像の鮮明度が大幅に向上し、音声もＣＤ並みの高音
質になったことが最大の特徴。また、新たに設けられ
たデータ放送では、ニュースや天気予報等様々な情報
が24時間放映される。さらに、インターネットや携帯
電話等の移動体通信と結び付けることで、パソコンを
上回る機能を持った情報ツールとして活用することも
できる。しかも、これらの機能がリモコン操作のみで

自在に扱えることから、今後、テレビの役割に大きな
変化をもたらすものといわれている。
　地上デジタル放送を受信するには、専用の受像機が
必要であるが、現在普及しているアナログ専用の受像
機でもデジタルチューナーやデジタル放送対応のＤＶ
Ｄレコーダーを接続すれば受信することができる。
　また、年間生産台数1000万台といわれている国内テ
レビメーカー各社でも、プラズマや液晶を用いたデジ
タル放送対応型の薄型受像機の開発・製造へのシフト
を強めるなど、アナログ放送終了時（平成23年７月の
予定）までに、日本の全世帯でデジタル放送が視聴で
きるような体制作りが各方面で進められている。
　総務省では、地上デジタル放送の普及により、受像
機や放送設備の需要、関連産業への波及効果も含めた
経済効果は212兆円と試算している。
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十
一
月
十
五
・
二
十
二
・
二
十
九
日

の
三
日
間
に
わ
た
り
、
富
岡
市
を
中
心

と
す
る
機
械
金
属
関
連
事
業
者
で
組
織

さ
れ
た
西
毛
機
械
工
業（
協
）を
対
象
に

「
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
力
強
化
事
業
」

を
実
施
し
た
。

　

中
小
製
造
業
の
競
争
力
の
源
泉
は
言

う
ま
で
も
な
く
技
術
力
に
あ
る
が
、
二

〇
〇
七
年
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に

そ
の
技
能
継
承
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
当
事
業
は
、
生
産
現
場
を
支
え
る

若
手
従
業
員
層
を
対
象
に
、
金
属
加
工

プ
レ
ス
の
基
礎
技
術
向
上
の
た
め
の
技

能
研
修
会
と
し
て
、
二
級
技
能
検
定
取

得
レ
ベ
ル
を
目
標
に
実
施
し
た
。

　

研
修
会
は
、
三
日
間
と
も
午
後
五
時

三
十
分
か
ら
七
時
三
十
分
の
夜
間
、
富

岡
機
械
金
属
工
業
団
地（
協
）の
事
務
所

に
お
い
て
座
学
研
修
と
し
て
行
わ
れ

た
。
専
門
家
と
し
て
は
、（
株
）ミ
ツ
バ

を
退
職
さ
れ
た
一
級
技
能
士
で
元
技
能

検
定
委
員
で
も
あ
る
大
澤
茂
氏
が
指
導

に
当
た
り
、
技
能
検
定
学
科
試
験
問
題

解
説
集
を
テ
キ
ス
ト
に
、
過
去
の
試
験

問
題
を
解
き
な
が
ら
解
説
・
質
疑
応
答

を
加
え
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

　

勤
務
後
の
夜
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

組
合
員
企
業
の
若
手
従
業
員
ら
多
数
が

参
加
し
て
熱
心
に
受
講
。

　

尚
、
引
き
続
き
十
二
月
十
七
日
（
土
）

〜
十
八
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
の
施
設
を

使
用
し
て
の
実
技
研
修
も
実
施
す
る
。

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
「
群
馬
県
中

小
企
業
団
体
事
務
局
長
会
」で
は
、十
一

月
八
日
、
恒
例
の
県
内
視
察
研
修
会
を

開
催
し
、
前
橋
市
に
あ
る
本
会
副
会
長

町
田
錦
一
郎
氏
の
会
社「
マ
チ
ダ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
株
）」を
訪
問
、「
マ
チ

ダ
平
和
資
料
館
」と
工
場
を
視
察
し
た
。

　

マ
チ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン（
株
）は

化
粧
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
製
造
す
る
業
界
屈

指
の
総
合
エ
ク
ス
テ
リ
ア
メ
ー
カ
ー
。

平
和
資
料
館
は
、
そ
の
創
業
五
十
周
年

を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
、
戦
争
の
悲
劇

を
繰
り
返
さ
な
い
と
の
願
い
を
込
め
、

戦
前
・
戦
中
の
出
版
物
・
軍
装
備
・
生

活
用
品
等
が
収
集
・
展
示
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
自
動
車
専
門
誌
も
絶
賛
す
る
一

九
五
〇
年
代
ま
で
の
米
国
等
の
オ
ー
ル

ド
カ
ー
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
町
田
氏
よ
り
同
社
の
概
要

と
平
和
資
料
館
の
目
的
並
び
に
展
示
品

等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
同

氏
の
案
内
で
同
社
工
場
と
平
和
資
料
館

を
見
学
。
参
加
者
一
同
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
認
識
を
新
た
に
し
た

の
は
勿
論
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
肌
で
感

じ
る
と
と
も
に
、
往
時
の
日
米
の
国

力
・
文
化
・
技
術
力
の
違
い
を
痛
感
し
、

有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

マ
チ
ダ
平
和
資
料
館
を
視
察

も
の
づ
く
り
基
盤
強
化
を
支
援

平和資料館見学

工場見学
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十
一
月
十
五
・
十
八
・
二
十
九
日
の

三
日
間
に
わ
た
り
、
前
橋
市
・
中
小
企

業
会
館
に
お
い
て
、「
組
合
実
務
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
、
組
合
役
職
員
を
対
象
と

し
て
、
組
合
運
営
に
携
わ
る
者
に
必
要

と
な
る
知
識
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の

で
、
本
会
の
金
沢
指
導
部
長
が
講
師
と

な
り
、「
総
会
の
円
滑
な
運
営
に
つ
い

て
」「
事
例
で
見
る
組
合
の
諸
問
題
Ⅰ
・

Ⅱ
」
を
テ
ー
マ
に
三
回
シ
リ
ー
ズ
で

行
っ
た
。

　

十
五
日
開
催
の
第
一
回
研
修
で
は
、

総
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
し
て
、
①
総

会
開
催
ま
で
の
準
備
、
②
通
常
総
会
の

運
営
、
③
総
会
に
お
け
る
議
案
審
議
の

進
め
方
等
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ

た
。
特
に
、
総
会
運
営
に
つ
い
て
は
、

組
合
事
務
局
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
だ
け
に
関
心
も
高
く
、
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
十
八
日
に
開
催
し
た
第
二
回

研
修
で
は
、
共
同
事
業
に
関
わ
る
諸
問

題
、
出
資
を
め
ぐ
る
留
意
事
項
等
に
つ

い
て
、
事
例
を
交
え
解
説
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
十
九
日
に
開
催
の
第
三
回

研
修
で
も
、
組
合
に
お
け
る
諸
問
題
の

続
き
と
し
て
、
加
入
・
加
入
金
、
組
合

員
の
脱
退
、
役
員
の
責
任
等
に
つ
い
て

解
説
、
参
加
者
か
ら
は
日
常
の
実
務
と

関
連
し
た
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

十
一
月
十
七
・
二
十
四
日
の
両
日
、

前
橋
市
・
群
馬
県
中
小
企
業
会
館
に
お

い
て
、「
後
継
者
育
成
研
修
会
」
を
開
催

し
た
。

　

当
研
修
会
は
、
若
手
経
営
者
及
び
後

継
者
の
資
質
向
上
や
経
営
能
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、「
中
小
企
業
に
お
け

る
財
務
管
理
」
と
「
中
小
企
業
に
お
け

る
会
社
法
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ

れ
ぞ
れ
三
回
実
施
し
て
い
く
も
の
。
講

師
と
し
て
、
税
理
士
で
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
も
あ
る
西
島
岳

史
氏
が
解
説
を
行
っ
た
。

　

十
七
日
は
、
財
務
管
理
に
つ
い
て
の

第
一
回
研
修
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
計
算
書
の
基
礎
に
つ
い
て
解
説
が

行
わ
れ
、
二
十
四
日
の
第
二
回
目
は
、

参
加
者
が
自
社
の
決
算
書
を
二
期
分
持

参
し
、
実
際
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計

算
書
を
作
成
す
る
実
習
が
行
わ
れ
た
。

　

尚
、
同
じ
内
容
に
て
太
田
会
場
（
太

田
市
民
会
館
）
で
も
、
二
十
一
・
二
十

八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
研
修
会
を
開

催
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
企

業
経
営
へ
の
活
用
法
に
つ
い
て
解
説
を

予
定
し
て
い
る
第
三
回
目
の
研
修
会

は
、十
二
月
一
日
に
前
橋
市
、十
二
月
五

日
に
太
田
市
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
す
る
。

　

さ
ら
に
、
中
小
企
業
に
お
け
る
会
社

法
の
活
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
に

つ
い
て
は
、
十
二
月
八
・
十
三
・
十
五

日
の
三
日
間
前
橋
市
で
開
催
す
る
。

組
合
実
務
研
修
会
を
開
催

後
継
者
育
成
研
修
会
が
ス
タ
ー
ト

講師の西島氏
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■
組
合
の
種
類
・
形
態
と
産
学
官
連
携

　

中
小
企
業
組
合
が
行
う
産
学
官
連
携

に
は
、組
合
の
種
類
や
形
態
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
り
、い
く
つ
か
の
類
型
が
考
え
ら
れ

る
。

　

異
業
種
に
よ
る
組
合
、な
か
で
も
異
業

種
連
携
組
合
は
、も
と
も
と
組
合
員
の
異

な
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
り
、そ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
新
商
品
や
新
技

術
の
開
発
を
行
い
、新
し
い
事
業
分
野
を

開
拓
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。こ
の

種
の
組
合
の
産
学
官
連
携
は
、組
合
員
の

連
携
の
延
長
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
性

格
を
も
っ
て
い
る
。組
合
員
だ
け
の
連
携
で

は
不
足
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
産
学
官

連
携
か
ら
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

同
業
種
に
よ
る
組
合
は
、組
合
員
が
現

在
行
っ
て
い
る
事
業
の
た
め
の
共
同
事
業

を
行
う
も
の
が
多
い
が
、組
合
員
の
新
分

野
進
出
の
た
め
の
事
業
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
。こ
の
た
め
、同
業
種
の
組
合
が
行
う

産
学
官
連
携
に
は
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。

　

一
つ
は
組
合
員
が
利
用
で
き
る
新
技

術
、新
製
品
の
開
発
等
を
行
う
ケ
ー
ス
で

あ
る
。こ
の
場
合
の
産
学
官
連
携
は
、共

同
研
究
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。組
合
員

は
、組
合
が
開
発
し
た
技
術
を
使
っ
て
、そ

れ
ぞ
れ
新
製
品
を
開
発（
組
合
が
開
発

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、
平
成
十
七
年
版
「
中
小
企
業
組
合
白
書
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
年
版
で
は
、
産
学
官
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
展
開
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

る
ほ
か
、
多
様
な
事
業
活
動
を
展
開
す
る
中
小
企
業
組
合
等
連
携
組
織
の
実
例

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

し
た
技
術
を
使
う
場
合
は
ブ
ラ
ン
ド
を

統
一
す
る
こ
と
も
あ
る
）す
る
。ま
た
、組

合
は
直
接
開
発
に
携
わ
ら
ず
、組
合
員

と
学
官
と
の
連
携
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
場
合
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、組
合
が
共
同
生
産
や
共

同
加
工
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、そ

の
共
同
事
業
の
た
め
の
技
術
開
発
、製
品

開
発
を
行
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。こ
の
場
合
、

産
学
官
連
携
は
組
合
自
身
の
事
業
の
高

度
化
の
た
め
に
行
わ
れ
る
。産
学
官
連
携

の
成
果
は
、新
し
い
共
同
事
業
の
創
造
に

も
つ
な
が
る
。

　

協
業
組
合
・
企
業
組
合
が
行
う
産
学

官
連
携
は
、組
合
自
身
の
事
業
の
た
め
に

行
わ
れ
る
。個
別
企
業
が
行
う
産
学
官

連
携
と
同
じ
で
あ
る
。

　

以
下
、同
組
合
白
書
の
中
か
ら
、中
小

企
業
組
合
の
産
学
官
連
携
の
目
的
、連

携
の
き
っ
か
け
、連
携
先
と
そ
の
内
容
、連

携
に
よ
る
成
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と

と
す
る
。

 
事
例
１ 

■
異
業
種
に
よ
る
組
合
の
産
学
官
連
携

事
業
協
同
組
合
エ
ヌ
・
エ
ス
・
ビ
ー

〜
身
の
丈
に
合
っ
た
産
学
官
連
携
で
成
功

所
在
地：

長
野
県
塩
尻
市

設　

立：

平
成
十
五
年
五
月

組
合
員：

四
人

出
資
金：

百
万
円

業　

種：

製
造
業

　

当
組
合
は
新
製
品
の
開
発
に
よ
っ
て
下

請
型
企
業
か
ら
脱
皮
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
。産
学
官
連
携
は
、異
業
種
交
流

研
究
会
で
県
の
情
報
試
験
場
か
ら
介
護

器
具
の
一
種
と
し
て
買
物
行
動
補
助
具
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成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
版版版版版版版版版版版版版版版版版版版版

平
成
十
七
年
版　

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
白白白白白白白白白白白白白白白白白白白白
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

中
小
企
業
組
合
白
書

〜
産
学
官
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
展
開
〜

� �������
図表：組合の種類・形態と産学官連携の特徴

産学官連携の特徴組合の種類・形態
異なる技術やノウハウをもつ組合員が連携して新商
品・新技術の開発を行う。産学官連携は、組合員の
連携の延長として行われるという性格をもっている。

異業種による
組　　　　合

組合員が利用できる新技術、新商品の開発を行う。
産学官連携は、共同研究開発事業等の一環として
行われる。同業種による

組　　　　合 組合が共同生産・加工事業等を行う。産学官連携は
共同事業の一環ではなく、組合自身の事業のため
に行われる。

組合自身が主体となって事業活動を行う。産学官連
携は、組合自身の事業のために行われる。

協 業 組 合
企 業 組 合
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の
開
発
の
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
行
わ
れ
た
。組
合
員
は
製
造

業
三
社
と
販
売
業
一
社
で
あ
り
、産
学

官
連
携
は
学
理
を
基
本
と
す
る
重
い
連

携
で
は
な
く
、ア
イ
デ
ィ
ア
と
ア
ド
バ
イ

ス
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　

連
携
の
な
か
で
、高
齢
者
の
買
い
物
行

動
を
楽
に
す
る
た
め
の
買
い
物
カ
ー
ト

「
マ
イ
ポ
ー
タ
ー
」が
開
発
さ
れ
、ま
た
、

買
い
物
カ
ー
ト
に
改
良
を
加
え
、農
業
活

動
補
助
具「
畑
楽
」も
開
発
さ
れ
た
。

 
事
例
２ 

■
同
業
種
に
よ
る
組
合
の
産
学
官
連
携

上
之
保
国
産
材
加
工
協
同
組
合

〜
資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　

産
学
官
共
同
開
発
で
成
功

所
在
地：

岐
阜
県
武
儀
郡
上
之
保
村

設　

立：

昭
和
六
十
二
年
七
月

組
合
員：

二
十
二
人

出
資
金：

五
百
万
円

業　

種：

林
業
・
製
材
業
・
木
造
建

築
工
事
業

　

当
組
合
は
、木
材
の
共
同
加
工
事
業

を
主
要
事
業
と
し
、昭
和
六
十
二
年
に

共
同
加
工
場
を
整
備
し
た
。共
同
加
工

場
の
稼
働
率
の
低
下
に
よ
る
独
自
技
術

の
必
要
性
と
と
も
に
、廃
棄
物
処
理
法
の

改
正
に
よ
っ
て
組
合
員
が
木
く
ず
処
理
に

苦
慮
し
、木
く
ず
の
再
利
用
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。こ
の
二
つ
の
課
題
を
同
時
に

解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い

た
が
、岐
阜
大
学
農
学
部
の
教
授
の
講
演

を
き
っ
か
け
に
、大
学
の
研
究
室
に
話
を

持
ち
か
け
、連
携
が
始
ま
っ
た
。

　

実
証
プ
ラ
ン
ト
開
発
費
用
で
は
林
野

庁
の
補
助
金
を
活
用
し
、木
く
ず
等
を

利
用
し
た「
木
質
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ー
ド
」

の
製
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

開
発
し
た
木
質
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ー
ド

は
、接
着
剤
等
の
化
学
物
質
を
一
切
利

用
し
な
い
た
め
、安
全
に
分
解
し
て
環
境
に

負
荷
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
。雑
草
防

止
資
材
や
ビ
オ
ト
ー
プ
資
材
、遊
歩
道
の

舗
装
材
な
ど
に
適
し
て
お
り
、愛
知
万
博

の
舗
装
材
に
も
採
用
さ
れ
る
な
ど
、開
発

さ
れ
た
技
術
は
、用
途
開
発
に
よ
っ
て
幅
広

い
可
能
性
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

◇

　

平
成
十
七
年
版「
中
小
企
業
組
合
白

書
」（
全
国
中
央
会
編
纂
）で
は
、以
上
の

よ
う
な
産
学
官
連
携
に
よ
っ
て
新
事
業

展
開
に
取
り
組
む
事
例
の
ほ
か
に
、Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）に
よ
っ
て
事
業
革
新
に
取
り

組
む
組
合
、地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
組
合
、企
業
組
合
、新
た
な
連
携
組
織

の
活
動
な
ど
の
先
進
事
例（
五
十
組
合
）

を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

本
会
情
報
課
ま
で
。

■
個
別
専
門
指
導
事
業

　

組
合
等
が
抱
え
て
い
る
困
難
な
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
中
小
企
業
診
断
士
等
の

専
門
家
に
よ
る
個
別
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
経
営
革
新
支
援
集
中
指
導
事
業

　

新
製
品
の
開
発
・
生
産
、
製
品
の
新
た
な

生
産
方
式
の
導
入
な
ど
、
経
営
革
新
に
取

り
組
も
う
と
す
る
組
合
及
び
組
合
員
に
対

し
て
集
中
的
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
組
合
事
業
活
性
化
支
援
事
業

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
既
存
共
同
事

業
の
再
生
並
び
に
新
規
事
業
の
展
開
を
図

ろ
う
と
す
る
組
合
に
対
し
、
そ
の
具
体
的

な
手
法
に
つ
い
て
集
中
的
な
指
導
を
行
い

ま
す
。

■
新
分
野
開
拓
支
援
事
業

　

新
分
野
開
拓
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
組
合
等
に
対
し
て
、
具
体
的
な
手
法
に
つ

い
て
集
中
的
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
力
強
化
事
業

　

技
術
力
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
組
合
に

対
し
て
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
育
成

を
図
る
た
め
、
生
産
管
理
等
の
研
修
会
を

継
続
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
環
境
保
全
活
動
支
援
事
業

　

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
企
業
等
に

対
し
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

認
証
取
得
の
実

21

践
的
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

■
組
合
研
究
集
会
へ
の
助
成

　

小
企
業
者
組
合
が
組
織
強
化
、
運
営
の

向
上
、
事
業
の
発
展
向
上
及
び
組
合
員
の

経
営
の
近
代
化
等
の
た
め
に
行
う
講
習
会
、

研
修
会
に
対
し
て
、
事
業
費
の
三
分
の
二
、

定
額
四
万
円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◇

※
こ
の
他
に
も
、
組
合
支
援
の
た
め
の
様
々

な
事
業
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

　

本
会
で
は
、
組
合
及
び
組
合
員
企
業
等
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
事
業
の
具
体
的
な
内
容
や
補
助
金
等
に
つ
き
、
現
時
点
に

お
き
ま
し
て
は
未
確
定
の
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
組
合
を
対
象
と
し
た
各
種

事
業
の
利
用
に
つ
い
て
、
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
の
内
容
を
参

考
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
度
中
央
会
事
業
の
ご
案
内

� ��������
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概　
　

況

　

年
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
全

体
の
五
九
・
八
％
（
百
三
十
一
事
業
所
）

が
「
支
給
す
る
」
と
し
て
お
り
、「
未
定
」

が
二
八
・
八
％
（
六
十
三
事
業
所
）、「
支

給
し
な
い
」
が
一
一
・
四
％
（
二
十
五

事
業
所
）と
な
っ
た
。
昨
年
と
比
べ「
支

給
し
な
い
」
と
し
た
事
業
所
の
割
合
は

減
少
し
て
い
る
が
、
一
方
で
「
未
定
」

と
し
た
事
業
所
が
増
加
し
て
い
る
。

　

年
末
賞
与
を
「
支
給
す
る
」
と
し
有

額
回
答
を
得
た
百
二
十
六
事
業
所
の
支

給
予
定
額
の
集
計
結
果
は
、
全
産
業
平

均
で
三
十
五
万
八
千
九
百
六
十
三
円
、

支
給
率
（
所
定
内
給
与
に
対
す
る
支
給

月
数
）
一
・
四
一
ヵ
月
の
支
給
見
込
み

と
な
っ
た
。

　

昨
年
の
支
給
実
績
（
三
十
五
万
千
三

百
十
九
円
、
一
・
四
○
ヵ
月
）
と
比
較

す
る
と
、
額
七
千
六
百
四
十
四
円
、
率

○
・
○
一
ヵ
月
、
上
昇
率
二
・
一
八
％

で
、
額
・
率
と
も
に
、
三
年
連
続
し
て

増
加
見
込
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
業

種
間
や
企
業
間
で
大
き
な
格
差
も
見
受

け
ら
れ
る
。

　

支
給
額
の
増
減
要
因
に
つ
い
て
、
増

加
要
因
で
は
、「
業
績
向
上
の
た
め
」
四

五
・
七
％
、「
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る

た
め
」
三
○
・
○
％
、「
労
働
力
の
確

保
定
着
の
た
め
」
一
五
・
七
％
、「
そ

の
他
」
一
一
・
四
％
、「
世
間
相
場
に

合
わ
せ
る
た
め
」
八
・
六
％
と
な
っ
た
。

ま
た
、
横
ば
い
・
減
少
要
因
で
は
、「
収

益
の
低
下
」
四
九
・
七
％
、「
業
績
悪
化
、

売
り
上
げ
不
振
な
ど
」
四
一
・
三
％
、

「
そ
の
他
」
一
三
・
三
％
、「
賃
金
抑

制
の
た
め
」
七
・
○
％
、「
賃
金
の
引

き
下
げ
に
よ
る
た
め
」二
・
八
％
と
な
っ

た
。

　

業
種
別
支
給
見
込
み

　

製
造
業
平
均
で
は
三
十
七
万
八
千
四

百
七
十
五
円
、
率
一
・
五
○
ヵ
月
の
支

給
見
込
み
と
な
り
、
昨
年
の
支
給
実
績

と
比
較
す
る
と
、
額
一
万
五
千
七
百
六

十
四
円
、
率
○
・
○
四
ヵ
月
、
上
昇
率

年末賞与支給予定状況
《回答事業所　219社》
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四
・
三
五
％
で
、
と
も
に
増
加
の
見
込

み
と
な
っ
た
。
非
製
造
業
平
均
で
は
、

三
十
万
九
千
三
十
四
円
、
率
一
・
一

七
ヵ
月
の
支
給
見
込
み
で
、
昨
年
の
支

給
実
績
と
比
較
す
る
と
、
額
▲
一
万
二

千
百
三
十
円
、
率
▲
○
・
○
六
ヵ
月
、

上
昇
率
▲
三
・
七
八
％
と
、
と
も
に
減

少
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　

業
種
別
で
支
給
額
が
最
も
多
い
の
は

「
化
学
」
の
四
十
七
万
三
千
八
百
六
十

円（
一
・
八
五
ヵ
月
）、
次
い
で
、「
出
版
・

印
刷
」
四
十
二
万
四
百
二
十
四
円
（
一
・

五
三
ヵ
月
）、「
機
械
・
機
器
」
四
十
万

千
九
百
三
十
七
円
（
一
・
五
七
ヵ
月
）

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
支
給
額
が
最

も
低
い
の
は
、「
建
設
」
の
二
十
六
万
七

千
二
百
三
十
円
（
○
・
九
一
ヵ
月
）
で
、

唯
一
支
給
率
が
一
ヵ
月
を
下
回
っ
た
。

　

規
模
別
支
給
見
込
み

　

規
模
別
に
お
け
る
支
給
見
込
み
は
、

製
造
業
で
は
、「
一
○
一
〜
三
○
○
人
」

が
四
十
八
万
二
千
七
十
三
円
（
一
・
九

三
ヵ
月
）
と
最
も
高
く
、
非
製
造
業
で

は
「
三
一
〜
五
○
人
」
が
三
十
二
万
六

千
四
百
三
十
六
円
（
一
・
二
二
ヵ
月
）

と
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
非

製
造
業
「
一
○
一
〜
三
○
○
人
」
で
は

回
答
が
な
か
っ
た
。

業種別支給見込み（支給額は回答事業所による単純平均で算出）

有　額
回答数

対 前 年 比 較昨年の支給実績本年の支給見込み項目
業種 上昇率支給率支給額支給率支給実績額支給率支給見込額所定内給与

社％ヵ月円ヵ月円ヵ月円円
全産業平均

1262.180.017,6441.40351,3191.41358,963254,851

914.350.0415,7641.46362,7111.50378,475251,568平　　　均

11▲0.14▲0.01▲4621.45336,4191.44335,957232,891食 料 品

製　
　
　

造　
　
　

業

611.680.1337,0881.37317,5571.50354,645235,871繊 維 ・ 同 製 品

929.140.2466,6851.10228,8191.34295,504220,663木 材 ・ 木 製 品

80.550.022,2931.51418,1311.53420,424274,233出 版 ・ 印 刷

74.300.0414,3371.15333,3631.19347,700291,023窯業・土石製品

74.170.0418,9901.81454,8701.85473,860256,173化 学

143.160.0412,0571.54381,2941.58393,351248,908金 属 ・ 同 製 品

183.110.0412,1241.53389,8131.57401,937255,938機 械 ・ 機 器

112.28▲0.028,2731.48362,7291.46371,002253,547そ の 他

35▲3.78▲0.06▲12,1301.23321,1641.17309,034263,253平　　　均

6▲2.06▲0.03▲5,8171.27281,7001.24275,883222,137運 輸

非
製
造
業

9▲14.91▲0.18▲46,8401.09314,0700.91267,230293,539建 設

7▲4.24▲0.05▲14,0461.25331,0751.20317,029265,201卸 売

315.320.1948,5001.19316,5001.38365,000265,000小 売

101.31▲0.024,5371.37345,2231.35349,760258,952サ ー ビ ス

規模別支給見込み（支給額は回答事業所による単純平均で算出）

有　額
回答数

対 前 年 比 較昨年の支給実績本年の支給見込み項目
規模 上昇率支給率支給額支給率支給実績額支給率支給見込額所定内給与

社％ヵ月円ヵ月円ヵ月円円

製　

造　

業

258.660.1025,5801.21295,4181.31320,998245,6101～20人

16▲2.82▲0.08▲10,3911.46368,6171.38358,226259,07221～30人

212.870.0210,4171.43362,3471.45372,764256,49831～50人

195.750.0722,6341.61393,6551.68416,289248,30051～100人

103.330.0715,5171.86466,5561.93482,073250,104101～300人

171.02▲0.013,1001.19303,9351.18307,035260,1381～20人

非
製
造
業

7▲1.15▲0.03▲3,6721.14320,6891.11317,017285,89021～30人

42.310.027,3641.20319,0721.22326,436266,82931～50人

7▲18.37▲0.27▲66,5381.47362,2161.20295,678245,69151～100人

0－－－－－－－－101～300人
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所
定
労
働
時
間
等

　

従
業
員
一
人
当
た
り
の
週
所
定
労
働

時
間
に
つ
い
て
、
四
十
時
間
以
下
で
あ

る
事
業
所
の
割
合
は
、
全
産
業
で
八

五
・
三
％
（
昨
年
八
〇
・
三
％
）、
製

造
業
で
は
九
〇
・
九
％
（
昨
年
八
五
・

九
％
）、
非
製
造
業
で
は
七
八
・
九
％

（
昨
年
七
三
・
二
％
）
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
割
合
を
規
模
別
に
み
る

と
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」
が
九
七
・

〇
％
と
最
高
で
、
規
模
が
小
さ
く
な
る

に
つ
れ
割
合
は
低
く
、「
一
〜
九
人
」
で

は
七
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　

従
業
員
一
人
当
た
り
の
月
平
均
残
業

時
間
に
つ
い
て
は
、
全
産
業
で
「
一
〜

十
時
間
未
満
」
が
二
六
・
六
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
十
〜
二
十
時
間
未
満
」

が
二
三
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
運
輸
業
」
が
二

〇
・
七
五
時
間
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
機
械
器
具
」
が
二
〇
・
六
三
時
間
、「
情

報
通
信
」が
二
〇
・
〇
時
間
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
は
、
全

産
業
で
一
五
・
七
七
日
、
平
均
取
得
日

数
は
八
・
一
七
日
、
取
得
率
は
五
一
・

八
％
と
な
っ
て
い
る
。
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パ
ー
ト
労
働
者
の
活
用
状
況

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
は
、
全
産
業
で
五
五
・
七

％
、
平
均
雇
用
人
数
は
一
一
・
三
人
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
雇
用
比
率
は
、
従

業
員
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
活
用
状
況

を
み
る
と
、
一
日
の
所
定
労
働
時
間
で

は
、「
五
時
間
以
上
六
時
間
未
満
」
が
二

五
・
二
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
六

時
間
以
上
七
時
間
未
満
」
二
三
・
六
％
、

「
四
時
間
以
上
五
時
間
未
満
」
二
〇
・
三

％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
週
間
の
勤
務
日
数
で
は
、

全
産
業
で
「
五
日
以
上
」
と
す
る
事
業

所
が
五
五
・
五
％
で
最
も
多
く
、
次
い

で
「
四
日
」
三
〇
・
六
％
、「
三
日
」
一

〇
・
六
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
業
種
で
み
る
と
、
製
造
業
で

は
、「
五
日
以
上
」
が
六
四
・
一
％
、

「
四
日
」
が
二
七
・
六
％
、「
三
日
」
が

六
・
九
％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
非
製

造
業
で
は
、「
五
日
以
上
」
が
四
三
・

〇
％
、「
四
日
」
が
三
五
・
〇
％
、「
三

日
」
が
一
六
・
〇
％
の
順
と
な
っ
て
い

る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
継
続
勤
務

年
数
は
、
全
産
業
で
「
三
年
以
上
」
と

す
る
事
業
所
が
五
七
・
八
％
と
最
も
多

か
っ
た
。　

こ
う
し
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
能
力
・
経
験
等
に
応
じ
た
処

遇
を
み
る
と
、
全
産
業
で
「
基
本
給
を

引
き
上
げ
る
」と
す
る
事
業
所
が
三
九
・

四
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で「
賞
与
を

支
給
ま
た
は
引
き
上
げ
る
」
が
二
九
・

七
％
、「
手
当
を
支
給
ま
た
は
引
き
上

げ
る
」
が
一
五
・
四
％
の
順
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対

す
る
賃
金
改
定
（
昇
給
）、
賞
与
、
退
職

金
の
有
無
を
み
る
と
、
全
産
業
で
「
賃

金
改
定
を
行
っ
て
い
る
」
と
す
る
事
業

所
は
五
三
・
九
％
、「
賞
与
を
支
給
し
て

い
る
」
事
業
所
は
五
三
・
七
％
、「
退
職

金
を
支
給
し
て
い
る
」事
業
所
は
一
〇
・

六
％
と
な
っ
て
い
る
。
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群
馬
県
菓
子
工
業
組
合
（
小
林
大
治

理
事
長
、
組
合
員
三
百
四
十
人
）
で
は
、

十
月
二
十
六
日
〜
三
十
一
日
、
県
庁
一

階
県
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
群
馬
の
菓

子
の
魅
力
を
紹
介
・
即
売
す
る
「
第
六

回
ぐ
ん
ま
の
菓
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
組
合
員
の
う
ち
二
十
六
社

が
自
慢
の
菓
子
を
展
示
即
売
す
る
と
と

も
に
、
菓
子
職
人
の
手
に
よ
る
色
鮮
や

か
な
工
芸
菓
子
が
展
示
さ
れ
た
他
、
茶

席
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。

　

各
売
り
場
に
は
、
連
日
大
勢
の
来
場

者
が
詰
め
か
け
、
各
社
お
薦
め
の
菓
子

を
買
い
求
め
て
い
た
。

　

期
間
中
、
入
場
者
数
は
二
万
人
を
超

え
る
大
盛
況
で
、
群
馬
の
菓
子
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
て
い
た
。

　

協
同
組
合
前
橋
生
鮮
食
料
品
総
合
卸

売
市
場
（
笠
井
昇
理
事
長
、
組
合
員
三

人
）
で
は
、
十
一
月
六
日
、
市
場
内
に

お
い
て
、
恒
例
と
な
っ
た
第
十
九
回
前

橋
総
合
市
場
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

　

市
場
ま
つ
り
は
、
普
段
入
場
で
き
な

い
一
般
消
費
者
の
た
め
に
、
年
に
一
度

市
場
を
開
放
し
て
生
鮮
食
料
品
等
を
格

安
で
販
売
す
る
も
の
で
、
毎
回
大
勢
の

市
民
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
青
果
市
場
、
水
産
市
場
に

加
え
、
問
屋
連
合
会
の
即
売
会
や
生
花

市
場
も
設
け
ら
れ
、
開
場
と
同
時
に
生

鮮
食
料
品
等
を
買
い
求
め
る
大
勢
の
市

民
が
詰
め
か
け
た
。

　

当
日
の
来
場
者
は
一
万
五
千
人
を
超

え
、
各
売
り
場
と
も
、
威
勢
の
良
い
業

者
の
掛
け
声
が
飛
び
交
う
活
気
に
満
ち

溢
れ
た
市
場
ま
つ
り
と
な
っ
た
。

　

前
橋
中
心
商
店
街
協
同
組
合
（
荒
木

博
一
理
事
長
、
組
合
員
三
百
三
十
三

ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ニ
ュ
ー
ス

大勢の市民で賑わう会場

菓
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
盛
況 

群
馬
県
菓
子（
工
）

前
橋
総
合
市
場
ま
つ
り
開
催 

（
協
）前
橋
生
鮮
食
料
品
総
合
卸
売
市
場

イ
ベ
ン
ト
に
沸
く
中
心
商
店
街 

前
橋
中
心
商
店
街（
協
）

威勢の良い掛け声が飛び交うバナナの模擬セリ

大勢の来街者が光の回廊を通り初め
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人
）
で
は
、
十
一
月
二
日
〜
六
日
に
か

け
て
、
中
心
商
店
街
の
随
所
で
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。

　

期
間
中
は
、
弁
天
通
り
商
店
街
の

「
弁
天
ワ
ッ
セ
前
夜
祭
」
に
始
ま
り
、
全

国
の
ち
ん
ど
ん
屋
さ
ん
が
集
結
し
て
熱

演
を
繰
り
広
げ
る
「
第
三
回
全
国
ア
マ

チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演
会
」、広
瀬
川
の

岸
辺
を
彩
る
「
広
瀬
川
ひ
か
り
祭
り
〇

五
」
等
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
連
日
活
況
を
呈
し
て
い
た
。

　

ま
た
、「
光
の
回
廊
点
灯
式
」
で
は
、

高
木
政
夫
前
橋
市
長
ら
が
挨
拶
を
行
っ

た
後
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ

れ
、
幻
想
的
な
光
の
回
廊
に
大
き
な
歓

声
が
あ
が
っ
た
。

　

桐
生
刺
繍
商
工
業
協
同
組
合
（
下
山

勝
理
事
長
、
組
合
員
四
十
人
）
で
は
、

十
一
月
五
日
・
六
日
の
両
日
、
桐
生
市

内
の
有
鄰
館
に
お
い
て
「
第
三
十
三
回

刺
繍
展
」
を
開
催
し
た
。

　

桐
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
併

せ
毎
年
開
催
し
て
い
る
刺
繍
展
は
、
我

が
国
有
数
の
刺
繍
産
地
な
ら
で
は
の
魅

力
あ
る
製
品
を
展
示
即
売
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
毎
回
繊
維
関
連
業
者
の
み
な
ら

ず
、
県
内
外
の
一
般
市
民
か
ら
も
高
い

関
心
を
集
め
て
い
る
。

　

当
日
は
、
刺
繍
製
品
の
即
売
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
刺
繍
等
の
実
演
が
行
わ
れ
た

他
、
現
代
の
名
工
に
選
ば
れ
た
大
澤
紀

代
美
氏
や
荒
木
千
恵
子
氏
の
芸
術
的
な

作
品
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
大
勢
の
来

場
者
は
、
高
度
な
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ

た
色
鮮
や
か
な
数
々
の
製
品
に
見
入
っ

て
い
た
。

　

協
同
組
合
群
馬
県
総
合
食
品
卸
売
セ

ン
タ
ー
問
屋
会
（
浅
川
輝
男
理
事
長
、

組
合
員
二
十
二
人
）で
は
、十
一
月
十
三

日
、前
橋
市
の
卸
売
セ
ン
タ
ー
内
で「
第

十
八
回
市
場
ま
つ
り
」を
開
催
し
た
。

　

市
場
ま
つ
り
は
、
地
域
住
民
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
、
同
組
合

を
中
心
と
す
る
卸
売
業
者
の
連
携
に
よ

り
開
催
さ
れ
て
き
た
。

　

当
日
は
、
浅
川
理
事
長
や
前
橋
市
の

関
係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開

場
と
な
り
、
漬
物
、
乾
物
、
生
鮮
野
菜
、

果
物
等
が
格
安
の
値
段
で
販
売
さ
れ
た

他
、
卵
の
つ
か
み
取
り
や
も
や
し
の
無

料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
と
い
う

限
ら
れ
た
開
催
時
間
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
約
五
千
人
の
市
民
が
詰
め
か
け
大

変
な
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

渋
川
駅
前
通
り
商
店
街（
振
）

・
十
二
月
十
日（
土
）

　
　

午
前
十
一
時
〜
午
後
五
時

・「
世
界
一
早
く
サ
ン
タ
が
や
っ

て
く
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
同
商
店
街
で
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。

・
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
で
は
、
竹
細
工

教
室
、
東
電
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

実
演
等
を
開
催
。

・
商
店
街
で
は
、
歳
末
チ
ャ
リ

テ
ィ
募
金
、
地
域
地
酒
の
利
き

酒
、
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
渋

川
広
域
物
産
展
等
を
開
催
。

・
詳
細
は
、
同
組
合
（
�
〇
二
七

九
―
二
三
―
八
〇
六
六
）ま
で
。

西
毛
機
械
工
業（
協
）

・
十
二
月
十
八
日（
日
）午
後
六
時

・
富
岡
市　

か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル

・
組
合
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

・
出
演
者
（
左
記
三
組
）

Full
of
H
arm
ony

         
   
   
・Rayca

 
    
・
ア

ゴ
な
し
運
送

・
入
場
料　

全
席
指
定
四
千
円

・
詳
細
は
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

事
務
局
（
�
〇
二
七
四
―
八
九

―
一
七
七
七
）
ま
で
。

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

野
菜
や
果
物
を
格
安
で
販
売 

（
協
）群
馬
県
総
合
食
品
卸
売
セ
ン
タ
ー
問
屋
会

刺
繍
産
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ 

桐
生
刺
繍
商
工
業（
協
）

渋
川
広
域
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル
開
催

刺繍の高度な「技」を見つめる来場者

大勢の市民が訪れた市場まつり
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北
海
道

高
齢
者
の
安
心
サ
ポ
ー
ト

　
「
札
幌
不
動
産
流
通
協
同
組
合
」
で

は
、
建
築
年
数
の
経
過
し
た
ア
パ
ー
ト

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
高
齢
者
ら
に
格
安

で
紹
介
す
る
「
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅

斡
旋
事
業
」を
本
年
度
中
に
開
始
す
る
。

　

な
か
な
か
借
り
手
が
現
れ
な
い
古
い

物
件
や
若
年
層
に
人
気
が
な
い
一
階
部

分
を
中
心
に
、
家
賃
三
万
円
程
度
の
物

件
リ
ス
ト
を
作
成
。家
主
と
相
談
し
、玄

関
や
風
呂
場
に
手
す
り
を
付
け
る
な
ど

高
齢
者
向
け
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
施
す
。

　

ま
た
、
健
康
面
等
の
不
安
か
ら
多
く

の
家
主
が
高
齢
者
の
入
居
を
敬
遠
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、
同
組
合
で
は
、

介
護
や
給
食
サ
ー
ビ
ス
業
者
の
ほ
か
、

葬
儀
社
な
ど
と
も
連
携
す
る
体
制
を
整

え
た
。
家
主
と
借
主
が
安
心
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
。

福
島
県

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ツ
ア
ー
開
始

　

熱
塩
加
納
村
に
あ
る
「
熱
塩
温
泉
旅

館
協
同
組
合
」
で
は
、
地
元
タ
ク
シ
ー

業
者
と
連
携
し
、「
熱
塩
加
納
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
ツ
ア
ー
」
を
始
め
た
。

　

同
組
合
加
盟
旅
館
の
宿
泊
者
を
対
象

に
、
ブ
ナ
原
生
林
等
近
隣
の
景
勝
地
を

タ
ク
シ
ー
で
巡
る
も
の
で
、
絶
景
に
接

し
た
感
動
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
利
用

者
に
は
乗
車
中
は
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け

て
も
ら
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
。

　

乗
車
料
金
は
、
小
型
タ
ク
シ
ー
だ
と

通
常
五
千
百
円
の
と
こ
ろ
四
千
円
に
、

九
人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
は
、

通
常
七
千
七
百
四
十
円
が
六
千
円
に
な

る
。
差
額
は
宿
泊
旅
館
が
負
担
。

　

毎
日
、
午
前
十
時
の
出
発
で
、
前
日

ま
で
の
予
約
が
必
要
。
約
一
時
間
の
行

程
と
な
る
。

滋
賀
県

外
来
魚
を
飼
料
に

　

廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
で
つ
く

る
「
淡
海
再
資
源
化
協
同
組
合
」
で
は
、

琵
琶
湖
の
生
態
系
を
破
壊
す
る
と
し
て

駆
除
対
象
と
な
っ
て
い
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
外
来
魚
を
家

畜
飼
料
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
原
料
と
な

る
魚
粉
と
し
て
製
品
化
し
た
。

　

魚
粉
は
、
骨
を
含
め
魚
の
全
部
分
を

飼
料
化
す
る
た
め
、
た
ん
ぱ
く
質
の
含

有
量
が
六
十
五
％
程
度
と
通
常
の
魚
粉

よ
り
高
い
。
ま
た
、
淡
水
魚
の
魚
粉
は

珍
し
く
、
海
水
魚
と
は
違
い
塩
分
や
脂

分
が
少
な
く
、
生
産
工
程
を
簡
略
化
で

き
る
利
点
も
あ
る
。

　

一
日
最
大
二
ト
ン
を
生
産
で
き
る
プ

ラ
ン
ト
も
大
津
市
内
に
完
成
し
、
同
組

合
で
は
、
販
路
を
開
拓
し
な
が
ら
、
来

春
か
ら
量
産
を
始
め
る
。

香
川
県

無
料
入
湯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
「
塩
江
温
泉
旅
館
飲
食
協
同
組
合
」で

は
、
高
松
市
と
高
松
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
協
力
し
、
県
内
有

数
の
温
泉
地
で
あ
る
塩
江
温
泉
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
高
松
空
港
の
羽
田
行
き
最

終
便
の
利
用
客
を
対
象
に
し
た
無
料
入

湯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
。

　

首
都
圏
の
ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど
に
空
港

か
ら
近
い
塩
江
温
泉
を
知
っ
て
も
ら

い
、
次
回
は
家
族
と
一
緒
に
訪
れ
て
も

ら
う
の
が
狙
い
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
十
月
二
十
四
日

か
ら
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
。
日
本
航

空
と
全
日
空
の
最
終
便
の
搭
乗
者
、
そ

れ
ぞ
れ
二
十
人
を
対
象
に
申
込
み
を
受

け
付
け
る
。
温
泉
地
ま
で
は
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
、
タ
オ
ル
や
シ
ャ
ン

プ
ー
も
用
意
す
る
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
情
報
は
、
全
国
中

央
会
が
全
国
の
組
合
等
に
関
す
る
情
報

を
収
集
・
編
集
し
た
「
地
域
組
合
情
報
」

よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　

詳
細
情
報
を
ご
希
望
の
方
は
、
本
会

情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



13

平
成
十
七
年
秋
の
群
馬
県
功
労
者
表
彰

　

県
で
は
去
る
十
一
月
八
日
、
各
分
野
に
お
け
る
県
功

労
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
十
四
分
野
か

ら
二
十
九
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
者
の
う
ち
、
組
合
関
係

者
は
左
記
の
通
り
で
す
（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

　
「
水
引
」「
の
し
」
の
基
本

　
　

日
本
人
の
日
常
生
活
に
深
く
と
け
込
ん
で
い
る

「
水
引
」「
の
し
」
の
習
慣
。
失
敗
し
な
い
た
め
に
も
基

本
を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
水
引
の
形

　

一
度
き
り
で
よ
い

こ
と
、
繰
り
返
し
て

欲
し
く
な
い
こ
と
に

は
「
結
び
切
り
」
と

い
う
形
の
水
引
を
使

い
ま
す
。
結
婚
、
弔

事
、
病
気
見
舞
い
な

ど
で
す
。
そ
の
反
対

に
、
入
学
や
出
産
祝
い
な
ど
、
何
度

あ
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
は
「
蝶
結
び
」
の

形
の
水
引
を
使
い
ま
す
。

▼
の
し
の
知
識

　

祝
儀
袋
や
の
し
紙
の
右
上
に
付
い
て
い
る
紅
白
の
折

方
の
こ
と
を
「
の
し
」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
熨
斗

鮑
（
の
し
あ
わ
び
）
の
略
で
、
神
事
の
供
物
と
し
て
魚

介
類
を
用
い
た
風
習
が
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ

こ
で
、
贈
答
品
が
生
物
（
鮮
魚
・
精
肉
・
鰹
節
な
ど
）

の
場
合
、
ま
た
、
弔
事
一
般
、
病
気
見
舞
い
、
災
害
見

舞
い
な
ど
に
は
付
け
ま
せ
ん
。

　

複
雑
と
思
わ
れ
が
ち
な
こ
う
し
た
風
習
で
す
が
、
基

本
さ
え
理
解
し
て
い
れ
ば
失
敗
も
防
げ
ま
す
。

情
報
提
供
▼
高
崎
紙
器（
協
）

　

牛
乳
の
生
体
調
節
機
能

　

体
に
良
い
と
い
わ
れ
る
牛
乳
に
は
、
具
体
的
に
次
の

よ
う
な
様
々
な
生
体
調
節
機
能
が
あ
り
ま
す
。

▼
感
染
防
御
機
能

　

牛
乳
に
含
ま
れ
る
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
や
ラ
ク
ト
フ
ェ

リ
ン
と
呼
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
や
オ
リ
ゴ
糖
は
、
細
菌

や
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
を
阻
止
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

▼
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
促
進
機
能

　

カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
量
が
多
い
の
は
勿
論
で
す
が
、
カ

ゼ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
牛
乳
タ
ン
パ
ク
質
や
乳
糖
な
ど
の

働
き
で
、
そ
の
吸
収
率
は
抜
群
で
す
。

▼
血
圧
調
整
機
能

　

カ
ゼ
イ
ン
が
分
解
さ
れ
て
で
き
る
ペ
プ
チ
ド
と
い
う

物
質
は
血
圧
を
上
昇
さ

せ
る
酵
素
の
働
き
を
押

さ
え
ま
す
。

▼
整
腸
機
能

　

牛
乳
に
含
ま
れ
る
乳

糖
は
腸
内
で
乳
酸
な
ど

に
変
換
さ
れ
、
こ
れ
が

腸
を
刺
激
し
て
蠕
動
運

動
を
活
発
に
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、
牛
乳
タ
ン
パ
ク
質
が
分
解
さ
れ
て
で
き
る

オ
ピ
オ
イ
ド
ペ
プ
チ
ド
と
い
う
物
質
に
は
、
鎮

静
作
用
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
牛
乳
の

機
能
を
健
康
増
進
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

情
報
提
供
▼
群
馬
県
牛
乳
事
業（
協
）

富
澤
好
隆

〈
群
馬
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品（
協
）　

理
事
長
〉

建
設
功
労
＝
道
路
用
側
溝
「
群
馬
県
型

Ｇ
Ｐ
Ｕ
」
開
発
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
。
本
会
理
事

栗
原
徳
治

〈
群
馬
県
商
店
街（
振
）連
合
会　

副
会
長
〉

商
工
功
労
＝
一
九
六
七
に
家
業
の
糸
店

を
継
ぐ
。
一
九
八
九
年
よ
り
太
田
市
中

央
商
店
街（
振
）理
事
長
。

橋
本　

勝

〈
前
橋
機
械
金
属
工
業（
協
）　

常
務
理

事
、群
馬
県
金
型
工
業
会　

副
会
長
〉

商
工
功
労
＝
鋼
材
加
工
を
学
び
、
一
九

六
九
年
に
会
社
設
立
。
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
旅
客
機
部
品
も
手
掛
け
る
。

田
村
亮
一

〈
群
馬
県
温
泉
旅
館（
協
）　

副
理
事
長
〉

商
工
功
労
＝
団
体
客
へ
の
対
応
や
外
国

客
の
受
け
入
れ
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
組
合
役
員
と
し
て
も
観
光
振

興
に
尽
力
。

結び切り

蝶結び
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め
、
今
後
は
営
業
の
知
識
を
よ
り
深
化

さ
せ
て
拡
販
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
、
優
れ
た
住
環
境
を
作
る
と
い

う
組
合
員
共
通
の
目
標
に
向
け
て
、
環

境
を
テ
ー
マ
に
し
た
様
々
な
夢
を
実
現

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ

た
。

入
に
よ
り
、
塗
装
業
者
や
電
気
工
事
業

者
等
多
く
の
仲
間
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
幅
広
い
リ
フ
ォ
ー
ム

需
要
に
対
応
で
き
る
強
み
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
炭
と
酸
化
チ
タ
ン
を
活
か

し
た
『
光
炭
家
』
を
始
め
と
す
る
組
合

独
自
商
品
の
普
及
に
向
け
た
共
同
宣
伝

の
一
環
と
し
て
、
常
設
展
示
場
を
新
設

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
業
を
円
滑
に

進
め
て
い
く
た
め
に
、
組
合
設
立
以

来
、
毎
月
二
回
の
理
事
会
は
欠
か
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
組
合
員
の
結

束
力
の
強
さ
を
強
調
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
今
後
の
課
題
や
抱
負
に
つ
い

て
話
を
向
け
る
と
、「
当
組
合
に
は
、
新

商
品
の
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
が
殆
ど
な
い
た

　

同
組
合
は
、
平
成
十
六
年
五
月
に
設

立
。
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
石
田
光
昭

専
務
理
事
は
「
建
築
業
界
で
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
需
要
に
ど
の
様
に
対
応
し
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
特
に
、

中
小
建
築
業
者
は
独
自
色
を
打
ち
出
さ

な
け
れ
ば
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
太

刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
炭
と

酸
化
チ
タ
ン
の
特
性
を
併
せ
持
つ
建
築

材
料
を
活
か
し
た
独
自
の
リ
フ
ォ
ー
ム

受
注
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
当

組
合
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
紫
煙
の
臭
い

が
殆
ど
部
屋
に
残
っ
て
い
な
い
こ
と
に

気
付
い
た
。
部
屋
を
見
渡
し
て
も
、
特

に
変
わ
っ
た
装
置
は
な
く
、
換
気
扇
も

動
い
て
い
な
い
。

　
「
こ
の
部
屋
の
天
井
と
壁
に
は
、
炭

と
酸
化
チ
タ
ン
が
含
ま
れ
た
当
組
合
独

自
の
建
築
資
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

炭
が
悪
臭
や
有
害
物
質
を
吸
着
し
、
酸

化
チ
タ
ン
が
光
の
作
用
で
こ
れ
ら
を
分

解
す
る
こ
と
で
、
常
に
新
鮮
な
住
環
境

を
作
り
出
し
て
い
ま
す
」
と
田
口
豊
彦

常
務
理
事
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

　

組
合
事
業
に
つ
い
て
は
、「
リ
フ
ォ
ー

ム
の
共
同
受
注
並
び
に
施
工
が
中
心
で

す
。
特
に
、
当
組
合
は
異
業
種
で
構
成

さ
れ
て
い
る
上
、
賛
助
会
員
制
度
の
導

　

理
事
長
の
ひ
と
こ
と

　

住
む
人
に
優
し
く
、や
す
ら
ぎ
を
感
じ

る「
家
づ
く
り
」に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
私

達
の
組
合
は
、日
本
人
に
と
っ
て
最
適
な
環

境
で
あ
り
ま
す
日
本
古
来
の
伝
統
的
な

住
ま
い
の
機
能
を
、現
代
の
荒
廃
し
た
住

環
境
に
取
り
入

れ
る
研
究
を
永

年
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。そ
し
て

遂
に
、日
本
初

『
炭
＋
光
触
媒
』

即
ち
光
触
媒
併
用
木
炭
配
合
脱
臭
壁

材
、『
光
炭
家
』を
開
発
致
し
ま
し
た
。

　

光
炭
家
の
三
大
特
徴
は
、「
有
害
物
質

の
分
解
」・「
悪
臭
の
除
去
」・「
調
湿
効

果
」で
あ
り
、ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、ト
ル
エ

ン
、メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
や
悪
臭
の
元
を
吸
着
・
分
解
し
、ま
た
、

湿
気
を
吸
放
出
し
て
湿
度
を
一
定
に
保

つ
、ま
さ
に
現
代
の
住
環
境
に
適
合
し
た
画

期
的
な
壁
材
で
す
の
で
、是
非
皆
様
に
お

勧
め
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も『
人
に
や
さ
し
い
』環
境
づ

く
り
に
貢
献
致
し
ま
す
。

理
事
長　

塚
本
昭
次

所
在
地　

〒
三
七
〇
―
一
二
〇
一

　
　
　
　

高
崎
市
倉
賀
野
町
三
五
四
一

電　

話　

〇
二
七
―
三
四
七
―
三
四
三
一

設　

立　

平
成
十
六
年
五
月
十
二
日

組
合
員　

六
人

田口常務理事と石田専務理事

組合の常設展示場
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情報連絡員だより

10月分の報告より
業　況　好　転

 県内の主な経済指標 
●鉱工業生産指数（季節調整値） 90.3（前月比2.1％）「県統計課・９月」
●販売電力量 151,246万KW/H（前年同月比103.0％）「東電群馬支店・９月」
●住宅着工戸数 1,400戸（前年同月比87.7％）「県建築住宅課・９月」

●求人倍率（季節調整値） 新規1.68倍：有効1.44倍「群馬労働局・９月」
●大型小売店販売額 220億円（前年同月比99.4％）「経済産業省・９月」
●消費者物価指数 97.6（前年同月比▲0.4）「県統計課・９月」

〈鉱工業生産指数・消費者物価指数は12年＝100とした指数〉

小麦粉は、麺需要が前年並みに推移するものの、パン向けは売上減少・収益悪化が続く。
漬物は、人気のキムチ製品以外、売上は低調に推移。酒造は、全体売上が減少傾向の中
で、吟醸酒等が好調。

食 料 品

桐生は、国内外の展示会が好評で、中国向け輸出にも期待。伊勢崎は、伝統絣の受注が
安定推移。繊維製品は、秋冬物の生産が前年比で増加し、加工単価も下げ止まり状況。
ニットは需要期に向け全体的に売上増。

繊維・同製品

生コン出荷量は、全体では前年並みに推移したが、民需・官公需で地域格差が鮮明。コ
ンクリート製品は、公共工事による発注増から、売上が増加。一方、ブロックでは、出
荷量の低迷が続いている。

窯業・土石製品

総じて受注量は安定的に推移しているが、企業間格差も顕著。電機関連では、大手の再
建方針発表で地域下請け業者に動揺が見られる。自動車関連は、受注安定で売上も増加
傾向だが、収益状況は依然厳しい。

機 械 ・ 金 属

原木市場は、秋需要を迎えているものの入荷量少なく、品薄状態からスギ丸太を中心に
高値が続く。段ボール関係は、前年比で収益状況はやや好転。印刷は、企業間格差が大
きいが、全般に売上減少・収益悪化。

その他の製造業

全体に売上減少・収益悪化が続く中、紙や繊維関係の一部で、収益状況改善までには至
らぬものの売上増加が見受けられる。生鮮野菜は、安定した入荷で価格は前年並みに推
移。水産物では、在庫量が増加。

卸 売 業

家電は、地上波デジタル対応ＴＶの売上が増加しているが、販売価格の低下で収益伸び
ず。中古車は、ガソリン価格の高騰もあって軽自動車が好調。商店街は、催事イベント
も売上には結びつかず低調に推移。

小 売 業

温泉旅館は、気温が高めで紅葉期間も長かったことから、各温泉地ともに宿泊客が増加。
自動車整備需要は、低調で前年並みに推移。不動産は、土地取引が価格・件数ともに前
年並みに推移。

サ ー ビ ス 業

公共工事量少なく、厳しい経営状況が続く。電気工事では受注増加も見られるが、材料
費上昇で収益状況は厳しい。塗装工事でも個人住宅の塗り替え工事が増加しているが、
工事単価の低迷で厳しい収益状況。

建 設 業

一部の機械や自動車関連で荷動きが見受けられたが、全般に荷動きは低調に推移。運賃
水準が低迷している中で、燃料価格の高騰分を運賃へ転嫁できず収益が悪化。依然とし
て厳しい経営環境が続いている。

運 輸 業

�サービス業�非製造業�
窯 業 ・
土石製品�製造業

�建設業�卸売業�機械・金属�食料品

�運輸業�小売業�
その他の
製 造 業�

繊維・
同製品

前年同月比

９月 10月

�
全　体業 界 WEATHER

製造業では、引き続き受注・売上は増加基調で推移。非製造業でも、一部業種で売
上増が見受けられる。しかし、原材料と燃料価格上昇分を販売価格へ転嫁すること
が困難で、収益改善には至らず。

概 況

� �������������������������������������������
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■
新
年
会
の
ご
案
内

群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄

と
団
結
強
化
を
図
る
た
め
恒
例
の
新
年

会
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
是

非
、
ご
参
加
下
さ
い
。

・
開
催
日　

一
月
十
九
日（
木
）

・
場　

所　

前
橋
商
工
会
議
所
会
館

・
内
容
等

　

①
新
春
講
演
会

　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
五
十
分

　
　

テ
ー
マ

　
　
　
「
二
〇
〇
六
年
日
本
経
済
の
行
方
」

　
　

講　

師

　
　
　
（
株
）Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所

　
　
　

投
資
調
査
部
長　

嶋
中
雄
二
氏

　

②
懇
親
会

　
　

午
後
三
時
〜
四
時
三
十
分

・
会　

費　

一
人　

五
千
円

※
お
申
込
み
は
、
本
会
総
務
課
ま
で
。

■
中
小
企
業
会
計
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
八
月
に
公
表
さ
れ
た

「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
指
針
」に

つ
い
て
、
県
内
二
地
区
に
お
い
て
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
す
。
組
合
員
企
業

の
方
々
に
ご
周
知
い
た
だ
き
、
多
数
ご

参
加
下
さ
い
。

・
日
程
等

【
前
橋
会
場
】
十
二
月
十
三
日（
火
）

　

午
後
一
時
三
十
分
〜

　

前
橋
市
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

【
太
田
会
場
】
十
二
月
十
六
日（
金
）

　

午
後
一
時
三
十
分
〜

　

太
田
市
・
太
田
商
工
会
議
所
会
館

・
講　

師　

税
理
士　

塚
越
正
司
氏

・
参
加
費　

一
人　

千
円

※
お
申
込
み
は
、
本
会
情
報
課
ま
で
。

■
年
末
資
金
融
資
の
ご
案
内

群
馬
県

　

群
馬
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
季
節
的
な

資
金
需
要
期
を
迎
え
る
中
小
企
業
者
等

の
金
融
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企

業
季
節
資
金
（
年
末
資
金
）
の
融
資
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・
対
象
者　

継
続
し
て
一
年
以
上
の

事
業
実
績
を
有
す
る
中

小
企
業
者

・
資
金
使
途　

短
期
の
運
転
資
金

・
利　
　

率　

年
一
・
九
％（
信
用
保
証

付
年
一
・
五
％
）以
内

・
限
度
額　

一
千
万
円
以
内

・
融
資
期
間　

五
ヵ
月
以
内

・
申
込
期
限　

一
月
三
十
一
日（
火
）迄

※
詳
細
は
、
商
政
課
（
�
〇
二
七
―
二

二
六
―
三
三
三
二
）
ま
で
。

■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

商
業
・
法
人
登
記
事
務

前
橋
地
方
法
務
局
中
之
条
支
局

　
　
　

同　
　
　

藤
岡
出
張
所

　

前
橋
地
方
法
務
局
中
之
条
支
局
及
び

藤
岡
出
張
所
で
は
、
十
二
月
五
日（
月
）

か
ら
商
業
・
法
人
登
記
事
務
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
多
野
郡
新
町

に
つ
い
て
は
、
一
月
二
十
三
日（
月
）か

ら
高
崎
支
局
に
お
い
て
開
始
。）

　

ご
不
明
な
点
は
、
本
会
又
は
中
之
条

支
局
（
�
〇
二
七
九
―
七
五
―
三
〇
三

七
）
又
は
、
藤
岡
出
張
所
（
�
〇
二
七

四
―
二
二
―
〇
四
一
三
）
ま
で
。

▼
平
野
部
で
は
小
春
日
和
の
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、気
が
つ
く
と
も
う
師
走
。街
に
は
年

賀
状
印
刷
や
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
宣

伝
が
目
立
ち
、花
屋
の
店
先
の
大
量
の
シ
ク

ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
に
年
の
瀬
近
し
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

▼
こ
の
と
こ
ろ
国
・
地
方
財
政
の
三
位
一
体

改
革
、政
府
系
金
融
機
関
の
改
革
、高
年
齢

者
の
医
療
制
度
改
革
等
々
、や
た
ら
改
革

ラ
ッ
シ
ュ
で
、企
業
も
個
人
生
活
も
一
体
ど

の
よ
う
な
社
会
に
な
る
の
か
不
安
が
よ
ぎ
り

ま
す
。更
に
、政
府
税
制
調
査
会
の
二
〇
〇

六
年
度
税
制
改
正
の
答
申
で
は
、定
率
減

税
の
二
〇
〇
七
年
度
全
廃
、企
業
向
け
特

別
減
税
の
打
ち
切
り
な
ど
、家
庭
も
企
業

も
負
担
増
と
な
る
ほ
か
、道
路
特
定
財
源
の

一
般
財
源
化
、酒
税
制
度
改
革
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、今
後
の
景
気
に
ど
う
影

響
す
る
の
か
心
配
で
す
。

▼
政
府
系
金
融
機
関
改
革
で
焦
点
と
な
っ

て
い
た
商
工
中
金
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、残
念

な
が
ら
民
営
化
で
決
着
す
る
見
通
し
で
す
。

今
後
は
出
資
金
の
八
割
に
あ
た
る
四
千
億

円
の
国
の
出
資
を
い
か
に
残
す
か
、そ
し
て

商
工
中
金
の
現
状
の
機
能
が
ど
こ
ま
で
維
持

で
き
る
か
が
争
点
と
な
り
ま
す
。国
の
中
小

企
業
施
策
の
後
退
を
象
徴
す
る
問
題
だ
け

に
、今
後
と
も
重
大
な
関
心
を
も
っ
て
対
処

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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十
二
月
の
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
商
工
中
金
前
橋
支
店

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

十
二
月
七
日
、
十
四
日
、

二
十
一
日
、
二
十
八
日
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融

資

登

記

研

修

会

新
年
会
等


